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発
達
障
害
者
支
援
法
の
成
立
と
奈
良

県
の
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ

ン
タ
ー

  

昨
年
12
月
3
日
に
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
０
５
年
４
月
１
日
に
法
施
行
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
成
立
に
関
わ
り
ご
尽
力

下
さ
っ
た
発
達
障
害
者
の
支
援
を
考
え
る
議

員
連
盟
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
当
局

の
方
々
、
障
害
関
係
団
体
の
方
々
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。「
発
達
障
害
者
支

援
法
」
は
、
発
達
障
害
を
定
義
し
支
援
の
必

要
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
支
援

シ
ス
テ
ム
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
根
拠
が
明

確
と
な
り
具
体
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
上
で　

極
め
て
大
き
な
意
義
を
も

つ
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
奈
良
県
は
自
閉
症
・
発
達
障
害

支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）
を
平
成

18
年
１
月
１
日
開
設
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
３
月
24
日
自
閉
症

協
会
・
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
ア
ス
カ
の
発
達

障
害
に
関
す
る
団
体
に
対
し
と
県
福
祉
部
障

害
福
祉
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
設
立
の
た
め
奈
良
県
が
６
７
０
万
予
算

化
し
た
。（
６
０
０
運
営
70
準
備
）
来
年
度

か
ら
は
２
千
数
百
万
の
国
の
補
助
金
を
活

用
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
県
が
設
置
者
。
運
営

は
社
会
福
祉
法
人
宝
山
寺
福
祉
事
業
団
「
仔

鹿
園
」
で
あ
る
。
仔
鹿
園
に
決
め
た
い
き
さ

つ
は
、
運
営
法
人
の
福
祉
事
業
の
ね
ら
い
と

こ
の
事
業
の
理
念
が
合
致
し
た
た
め
。
知
事

の
願
い
も
あ
り
加
速
度
が
つ
い
た
。
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
○
運
営
検
討
会

議
○
運
営
検
討
会
分
科
会 

（
早
期
発
見
分
科

会
・
療
育
分
科
会
・
就
労
分
科
会
等
）
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
先
の
Ｌ
Ｄ
の
会
・

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
会
・
ア
ス
カ
の
会
・
自
閉
症
協

会
が
メ
ン
バ
ー
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
23
日
の
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会

奈
良
県
支
部
２
０
０
５
年
度
第
８
回
定
期
総

会
で
は
、
奈
良
県
の
自
閉
症
児
者
が
十
分
な

療
育
・
教
育
・
福
祉
が
う
け
ら
れ
、
本
人
家

族
が
安
心
し
て
地
域
に
暮
ら
す
た
め
に
こ
れ

か
ら
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。
行
政
等
へ
要
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
を
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
れ
ま
で
に
な

い
大
切
な
総
会
と
な
り
ま
す
。

小
さ
な
お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で
は
、

他
の
障
害
児
を
抱
え
る
家
庭
と
違
い
、
特
に

出
に
く
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
年

に
一
度
の
会
員
の
総
意
を
確
か
め
る
場
に
ぜ

ひ
と
も
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

３
０
０
人
は
入
る
大
き
な
ホ
ー
ル
で
す
の

で
、
ご
家
族
で
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
参
加

し
て
下
さ
い
。

午
後
の
講
演
に
も
残
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、昼
食
の
チ
ケ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
各
役
員
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

◎
２
０
０
５
年
度
第
８
回
定
期
総
会

 

☆
内
容
：
午
前
中
議
案
審
議
と
学
習
○
役

員
○
事
業
（
自
閉
症
児
者
の
自
立
生
活
支
援

指
導
者
養
成
事
業
）
療
育
キ
ャ
ン
プ
・
映
画

会
・
学
習
会
等
○
予
算
○
障
害
者
自
立
支
援

法
の
学
習
○
そ
の
他
。　

午
後
：
講
演
会　

明
石
洋
子　

明
石
徹
之

１
．
日　

時　

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

４
月
23
日
（
土
曜
日
）　　
　
　
　
　
　
　

９
：
３
０　

〜
１
０
：
０
０　

受
付

１
０
：
０
０　

〜
１
１
：
３
０
定
期
総
会

１
３
：
０
０　

〜
１
３
：
３
０
講
演
会
受
付

１
３
：
３
０　

〜
１
６
：
３
０
講
演
会

２
．
場　

所　

    

大
和
郡
山
市
立
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル

（
や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル
）

奈
良
県
大
和
郡
山
市
北
郡
山
町
２
１
１
番
地

の
３

電
話
０
７
４
３
ー
54
ー
８
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
３
ー
54-

８
０
０
１

３
．　

第
一
部　

総　

会

１
号
議
案　

２
０
０
４
年
度（
平
成
16
年
度
）

経
過
活
動
報
告

２
号
議
案　

２
０
０
４
年
度（
平
成
16
年
度
）

会
計
決
算
報
告
承
認
の
件

３
号
議
案　

新
奈
良
県
支
部
役
員
（
幹
事
）

（
案
）
の
承
認

総
会
に
参
加
し
ま
し
�
う
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４
号
議
案　

２
０
０
５
年
度
（
平
成
17
年
度
）

事
業
計
画
（
案
）
の
承
認

５
号
議
案　

２
０
０
５
年
度
（
平
成
17
年
度
）

会
計
予
算
（
案
）
の
承
認

◎ 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
学
習 

　

講
師　

ひ
ま
わ
り
の
家　

渡
辺
さ
ん

　
　

◎
そ
の
他

４
． 

第
二
部　

  

講
演
会

※ 

日
本
自
閉
症
協
会
奈
良
県
支
部
主
催
「
自

閉
症
児
者
の
自
立
生
活
支
援
者
指
導
者
養
成
事

業
」
の
「
第
１
回
自
閉
症
理
解
講
座
」
と
し
て
、

広
く
県
民
の
方
々
も
参
加
対
象
で
す
。

演
題
「
あ
り
の
ま
ま
の
子
育
て
・
自
立
へ
の
子

育
て
〜
地
域
で
生
き
る
を
支
え
る
〜　

」

　
　
　
　
　
　

講
師   

明
石　

洋
子　

氏

                   　
　
　

  

明
石　

徹
之　

氏

平
成
17
年
度
奈
良
県
支
部
が
計
画
し
て
い

た
「
自
閉
症
児
者
の
自
立
生
活
支
援
指

導
者
養
成
事
業
」
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
付
け

で
、
平
成
17
年
度
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構
助
成
金
（
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金
「
地

方
分
」
の
助
成
が
内
定
し
た
と
の
通
知
が
届
き

ま
し
た
。（
助
成
予
定
金
額
は
２
０
０
万
円
）

総
会
の
時
に
は
具
体
的
に
提
案
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
検
討
中
の
新
年
度
の
事
業
計
画

の
概
要
で
す
。
あ
く
ま
で
も
現
在
交
渉
中
の
未

定
の
も
の
で
す
。
ご
意
見
ご
希
望
を
各
部
役
員

に
お
伝
え
下
さ
い
。

○
４
月
23
日
（
土
曜
日
）

総
会
の
日
の
午
後
に
行
う
明
石
洋
子
さ
ん
・
明

石
徹
之
さ
ん
の
講
演
会
は
、
こ
の
事
業
の
第
１

回
目
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
６
月
１
１
日
（
土
）
午
前　

自
閉
症
の
理
解　
　

井
深
允
子
先
生
（
滋
賀
県

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
午
後　

自
閉

症
の
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

山
中　

真

喜
子　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
滋
賀
自
閉
症
研
究
会
代

表
）　

峯　

先
生
（
養
護
学
校
の
先
生
・
山
中

さ
ん
の
担
任
）

○
７
月
３
日
（
日
）　

高
機
能
自
閉
症
と
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
理

解
と
支
援　
　

服
巻　

智
子
先
生　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人　

そ
れ
い
ゆ
）　

ど
ち
ら
も　

奈
良
県
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
。

○
９
月
３
日
（
土
）
午
後

自
閉
症
・
医
療
の
立
場
か
ら　

門　

眞
一
郎
先

生　
　

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
。　

他
に　

就

労
支
援
と
し
て　

志
賀　

利
一
先
生
、
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
ご
本
人
と
し
て　

佐
々
木
加

奈
さ
ん
（
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
者
）
と　

交
渉
中
。

○
キ
ャ
ン
プ
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、
レ
ス
パ
イ
ト

の
実
践
研
修
も
計
画
中
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
地
や

移
動
先
に
つ
い
て　

ご
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
っ
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
ん
だ
ろ

う
？
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
理
解
し
合
え
た
ら
ス
テ
キ
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
で
し
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

福
祉
制
度
の
充
実
を
求
め
て
い
く
一
方
で
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
始
め
て
し
ま
お

う
？

と
い
う
こ
と
で
、
必
要
な
介
護
と
人
材
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、

結
成
集
会
と
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
こ
理
解
、
こ

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

誰
も
が
参
加
で
き
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
で
き

結
成
集
会
�
�
�
�
��

�
�
�
障
害
者
�
�
�
�
�
�
〉

る
範
囲
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日　

時    

２
０
０
５
年
４
月
23
日
（
土
）

会　

場　

奈
良
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
学

習
室

☆
結
成
集
会

☆
イ
ベ
ン
ト

障
害
者
と
介
護
者
の
生
活
を
劇
化
し
て
み
ん
な

で
考
え
よ
う

☆　

ま
と
め

資
料
代　

５
０
０
円

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
障
害
者
用
駐
車
場
は
数
台
あ
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
こ
ち
ら
ま

でl

　

〒
６
３
０
ー
８
１
０
２

奈
良
県
奈
良
市
般
若
寺
町
２
８
５
ー
２

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
ー
２
３
ー
９
０
６
４

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

自
立
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
フ
リ
ー
ダ
ム
21
内
（
丸
岡
）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
第
４
回
全

国
Ｌ
Ｄ
親
の
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
発
達
障
害
の
あ
る
本
人
・
家
族
へ
の
支
援
に

向
け
て
」

－
特
別
支
援
教
育
と
発
達
障
害
者
支
援
法
を
め

ぐ
っ
て―

日　

時　

２
０
０
５
年
６
月
26
日
（
日
）10

時
〜
17
時
30
分　

開
場:

9
時
30
分

会　

場　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル　
　

http://

w
w
w
.nhk-osakahall.jp/

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線
・
中
央
線
「
谷
町
四
丁

目
駅
」
２
番
・
９
番
出
口
す
ぐ

大
阪
市
営
バ
ス
「
馬
場
町
」
バ
ス
停
す
ぐ

定　

員　

１
４
０
０
名　
　

参
加
費　

無
料

平
成
17
年
４
月
か
ら
「
発
達
障
害
者
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
、
教
育
分
野
で
も
、
特
別
支
援
教

育
推
進
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
制

度
の
谷
間
に
置
か
れ
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な

か
っ
た
LD
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
自
閉
症
等
の
発
達
障

害
の
あ
る
本
人
・
家
族
へ
の
支
援
が
、
い
よ
い

よ
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
何
が
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

法
律
は
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
乳
幼
児
か
ら
成
人

期
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
を
具
体
化
し
て
い
く

た
め
に
は
、
現
行
の
法
令
、
枠
組
み
、
人
材
等

に
つ
い
て
大
き
な
変
革
、
見
直
し
が
必
要
で
あ

り
、
学
校
関
係
者
、
専
門
家
、
保
護
者
も
含
め
、

社
会
全
体
の
特
別
支
援
教
育
や
発
達
障
害
へ
の

理
解
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
の
第
一
線
の
講
師
を
迎
え
、第1

部
で
は
、

LD
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
自
閉
症
等
の
発
達
障
害
に
つ

い
て
の
講
演
、
第
２
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
施

策
の
方
向
性
の
解
説
、
第
３
部
で
は
、
LD
・
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
自
閉
症
等
の
各
支
援
団
体
か
ら
提
言

を
行
い
、
行
政
の
担
当
者
を
交
え
て
討
論
を
行

な
う
場
を
設
け
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主　

催　

全
国
LD
親
の
会　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化

事
業
団
近
畿
支
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局

後　

援　
（
一
部
申
請
中
）
文
部
科
学
省　

厚

生
労
働
省　

大
阪
府　

大
阪
市　

大
阪
府
教
委

　

滋
賀
県
教
委　

京
都
府
教
委　

兵
庫
県
教
委

　

奈
良
県
教
委　

和
歌
山
県
教
委　

大
阪
市
教

委　

京
都
市
教
委　

神
戸
市
教
委　

認
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
日
本
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
基
金
＝
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｉ
Ｊ
Ｄ
基
金　

日
本
LD
学
会　

日
本
障
害
者
協
議
会　

日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
Ｊ
Ｄ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
準
備
会　

社

団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ

そ
ん
く
ら
ぶ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ペ
・
エ
ル
デ

の
会　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ッ
ジ　

朝
日
新
聞
厚
生

文
化
事
業
団　

産
経
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団　

毎
日
新
聞
大
阪
社
会
事
業
団　

読
売
愛
と
光
の

事
業
団
大
阪
支
部

 

第1

部　

講  

演

10:

05
〜
11:

05 

基
調
講
演
「
軽
度
発
達
障
害

児
の
教
育
を
考
え
る
－
現
状
と
今
後
の
方
向

性
」

竹
田　

契
一
（
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

11:

05
〜
11:

55 

特
別
講
演
Ⅰ
「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の

理
解
と
対
応
」

田
中　

康
雄
（
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
臨
床
講
座
教
授
）

  

ー
昼
休
憩
ー

13:

00
〜
13:

50 

特
別
講
演
Ⅱ
「
高
機
能
自
閉

症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
（
高
機
能
自
閉
症
・
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
）
の
理
解
と
対
応
」

内
山　

登
紀
夫
（
大
妻
女
子
大
学　

人
間
関
係

学
部
助
教
授
）

 

第
２
部　

解　

説

13:

50
〜
14:

30　

解
説I

「
発
達
障
害
へ
の

国
の
施
策
の
現
状
と
今
後
の
方
向
－
文
部
科
学

省
」
柘
植　

雅
義
（
文
部
科
学
省　

特
別
支
援

教
育
調
査
官
）

14:

30
〜
15:

10  

解
説II

「
発
達
障
害
へ
の
国

の
施
策
の
現
状
と
今
後
の
方
向
－
厚
生
労
働

省
」
大
塚　
　

晃
（
厚
生
労
働
省　

障
害
福
祉

専
門
官
）

　

ー
休　

憩
ー

 
第
３
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

15:
25
〜
17:

25
「
発
達
障
害
の
あ
る
本
人
・

家
族
へ
の
支
援
に
向
け
て
」

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

内
藤　

孝
子
（
全
国
LD
親
の
会　

副
会
長
）

高
山　

恵
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ

　

代
表
）

氏
田　

照
子
（
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会　

副
会
長
）

辻
井　

正
次
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ペ
・
エ
ル
デ

の
会　

代
表
）

指
定
討
論　
　
　

柘
植　

雅
義
（
文
部
科
学
省

　

特
別
支
援
教
育
調
査
官
）

大
塚　
　

晃
（
厚
生
労
働
省　

障
害
福
祉
専
門

官
）

司    

会　

山
岡　

修
（
全
国
LD
親
の
会
会
長
）

★ 

一
般
参
加
は
、「
当
日
受
付
」
の
み
で
、
事

前
受
付
け
、
予
約
は
不
要
。
定
員
に
な
り
次
第

入
場
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★ 

当
日
、
好
評
配
布
中
の
「
LD
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・

高
機
能
自
閉
症
と
は
？
」（
全
国
LD
親
の
会
編
）

を
先
着
１
２
０
０
名
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

★ 

子
ど
も
の
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★ 

車
い
す
ご
利
用
の
方
は
事
前
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

〒540-8501 

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
４
ー

１
ー
20 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
内
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生

文
化
事
業
団
近
畿
支
局　
「
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
係

TEL

：
06
ー
６
９
３
７
ー
３
４
１
２

 FA
X

：
06
ー
６
９
４
１
ー
０
８
３
０

詳
し
く
は
以
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp
://w

w
w
.n
o
rm
a
n
e
t.n
e
.jp
/

~zenkokld/sinpo2005.htm
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　【

開
催
日
】　

平
成
17
年
６
月
19
日
（
日
）

【
会
場
】　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

和
歌
山
市
小
松
原
通
１
丁
目
１
番
地

℡
０
７
３
ー
４
３
６
ー
１
３
３
１

FA
X

０
７
３
ー
４
３
６
ー
１
３
３
５

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

９
：
３
０
〜
１
０
：
０
０　

受
付

１
０
：
０
０
〜
１
０
：
０
５　

挨
拶　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
近
畿
支
局
長　

高
橋

１
０
：
０
５
〜
１
２
：
０
０

　

演
題
；
「　

未　

定　

」

講
師
；
田
中　

康
雄　

氏
（
北
海
道
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
教
授
・
児
童
精
神
科
医
師
）

１
２
：
０
０
〜
１
３
：
０
０　

休
憩

１
３
：
０
０
〜
１
４
：
３
０　

講
演
；
「
個
別

の
教
育
支
援
計
画
の
実
践
」（
仮
題
）

講
師
；
西
川　

公
司　

氏
（
筑
波
大
学
附
属
久

里
浜
養
護
学
校
校
長
）

１
４
：
３
０
〜
１
４
：
４
５　

休
憩

１
４
：
４
５
〜
１
５
：
４
５　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

テ
ー
マ「
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
展
開
」

発
言
者
；
三
反
田
和
人　

氏
（
和
歌
山
県
立
は

ま
ゆ
う
養
護
学
校
校
長
）

米
川　

徳
昭　

氏（
ふ
た
ば
福
祉
会
常
務
理
事
・

ふ
た
ば
作
業
所
所
長
）

未
定　
　
　
　

氏
（
和
歌
山
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
主
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

助
言
者
；
田
中　

康
雄　

氏
（
北
海
道
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

司
会
；
宮
本　

聡　
　

氏
（
南
紀
福
祉
セ
ン

タ
ー
附
属
病
院
児
童
精
神
科
医
師
）

１
５
：
４
５
〜
１
６
：
０
０　

休
憩

１
６
：
０
０
〜
１
６
：
３
０　

質
疑
応
答

１
６
：
３
０　
　
　
　
　
　
　

終
了

【
定
員
】　

４
０
０
名
（
申
込
先
着
順
）　　
　

　
　
　
　
【
参
加
費
】　

無
料

【
申
込
方
法
】　

裏
面
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
３
ー
４
２
３
ー
１
１
１
２

【
問
合
せ
先
】　

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会
和

歌
山
県
支
部
事
務
局　

石
橋　

智
恵
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
３
ー
４
７
２
ー

９
８
８
１

【
主
催
】　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
近
畿
支

局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

（
大
阪
府
支
部
・
京
都
府
支
部
・
兵
庫
県
支
部
・

奈
良
県
支
部
・
滋
賀
県
支
部
・
和
歌
山
県
支
部
）

【
後
援
】
申
請
中

和
歌
山
県
・
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
・
和
歌
山

県
社
会
福
祉
協
議
会
・
和
歌
山
市
・
和
歌
山
市

教
育
委
員
会

和
歌
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
・
和
歌
山
県
障

害
児
者
父
母
の
会

ー
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
ー

○ 

南
海
電
鉄
「
和
歌
山
市
駅
」
よ
り

・
徒
歩　

約
20
分 

・
タ
ク
シ
ー　

約
５
分

・
バ
ス　

約
10
分　
（
９
・
10
番
の
り
ば
）「
県

庁
前
」
バ
ス
停
下
車
（
バ
ス
停
よ
り
約
３
０
０

m
・
徒
歩
約
４
分
） 

○ 

JR
「
和
歌
山
駅
」
よ
り

・
徒
歩　

約
35
分
・
タ
ク
シ
ー　

約
10
分 　

・
バ
ス　

約
10
分
（
２
番
の
り
ば
）「
県
庁
前
」

バ
ス
停
下
車
（
バ
ス
停
よ
り
約
３
０
０
m
・
徒

歩
約
４
分
） 

○ 

阪
和
自
動
車
道　

和
歌
山
イ
ン
タ
ー
よ
り 

　

約
４
km　
　
（
会
館
横 

有
料
駐
車
場
完
備
） 

和
歌
山
イ
ン
タ
ー
出
口　

和
歌
山
市
内
方
面　

直
進
約
15
分

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム　

参
加
申
込
書

申
込
先
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
０
７
３
ー
４
２
３
ー
１
２

・
個
人
の
場
合

・
ふ
り
が
な
・
氏
名
・
所
属
・
住
所
・
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・
団
体
の
場
合

・
ふ
り
が
な
・
団
体
名
・
申
込
人
数
名

・
申
込
責
任
者
名
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・
所
在
地
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
参
加
者
名

＊ 

参
加
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
折
り
返
し

連
絡
を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
�
ト
・
フ
�
�
ラ
ム

ネ
�
ト
ワ
�
ク
で
考
え
る

特
別
支
援
教
育

５
月
15
日
（
日
）
奈
良
教
育
大
学
で
開
催
さ

れ
る
つ
な
が
り
祭
に
今
年
も
参
加
し
ま
す
。

模
擬
店
で
花
苗
を
販
売
し
ま
す
の
で
、
当
日

お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
療
育
部
役

員
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

総
会
・
講
演
会
の4

月23

日（
土
）受
付
に
て
、

つ
な
が
り
祭
協
力
券
（1

枚500

円
）
を
販

売
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

�
�
�
�
祭
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平
成
17
年
３
月
17
日

奈
良
県
知
事　

柿
本
善
也　

様

奈
良
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長　

様

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会
奈
良
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

河
村　

舟

二　
　
　

自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
（
ご
質
問
）

拝
啓
、
時
下
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
障
害
者
福
祉
の

た
め
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
今
般
、「
自
閉
症
・
発
達
障
害

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
同
支
援
セ
ン
タ
ー

と
云
う
）
運
営
事
業
と
し
て
平
成
18
年
１
月

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
た
計
画
が

今
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
こ
と
は
、私
ど
も
と
し
て
は
大
変
嬉
し
く
、

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
同
支
援
セ
ン
タ
ー
に
要
求
さ
れ
る
役

割
は
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
（
児
）
者
を
対

象
と
し
た
相
談
、
療
育
、
就
労
及
び
研
修
等

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
（
児
）
者
当
事
者

及
び
そ
の
家
族
と
当
事
者
を
取
り
巻
く
社
会

全
般
に
関
係
し
、
当
事
者
の
日
常
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
側
面
に
係
る
内
容
で
す
。
従
っ
て
、

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
に
は
、
県

下
の
関
係
機
関
（
市
町
村
行
政
機
関
、
福
祉

施
設
、
医
療
機
関
、
保
健
所
、
福
祉
・
労
働

機
関
、
教
育
機
関
、
研
究
機
関
、
警
察
、
弁

護
士
協
会
）、
障
害
者
団
体
、
保
護
者
会
等

と
の
緊
密
な
連
携
と
、
自
閉
症
を
正
し
く
理

解
し
、
経
験
豊
か
な
専
門
家
に
よ
る
対
応
が

必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
協
議
会
が
開
始
さ

れ
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々
、
同

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
と
し
て
、
同
支
援

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
は
非
常
に
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
行
す
る
他
府
県
の
事
例
参
考
に
良
い
点
は

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
最
善
の
セ
ン
タ
ー
と

な
る
よ
う
望
む
次
第
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

我
々
、
自
閉
症
（
児
）
者
の
親
と
し
て
、
ま

た
、
自
閉
症
に
深
い
理
解
あ
る
協
力
者
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
様
々
な
知
識
や

経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
よ
り
良
い
実
効
性
の
あ

る
セ
ン
タ
ー
の
構
築
に
向
け
て
積
極
的
に
参

画
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
上
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
検
討
委
員
会
の
開

催
に
当
た
り
下
記
の
と
お
り
、
質
問
状
を
提

出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
回
答
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

１
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

　
２
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
は
「
仔

鹿
園
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
運
営
は
、
ど

の
よ
う
な
形
と
な
る
の
か

３
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
業
務
の

内
容
は
、
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
る
内
容
と

な
る
た
め
、
県
下
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
と

の
連
携
が
必
要
に
な
る
が
、
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
実
効
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
、
制
度
を

想
定
し
て
い
る
の
か

４
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
は
、
自
閉

症
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
豊
富
な
経
験
と
強

い
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
が
必
要
不
可
欠
に
な
る

が
、
職
員
の
構
成
等
（
体
制
）
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

５
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
と
し
て

具
体
的
に
必
要
な
事
項
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
を
想
定
し
て
い
る
か
（
我
々
が
具

体
的
に
必
要
と
考
え
て
い
る
内
容
は
別
紙
に

示
す
通
り
）

６
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
、
実

行
性
の
あ
る
内
容
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て

利
用
者
を
含
む
運
営
評
議
会
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
運
営
評
議
会
な
る
も
の
は
検

討
事
項
に
あ
る
の
か

７
．
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
と
し

て
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
に
対
し
て
自
閉

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
促
す
た
め
の

啓
蒙
・
研
修
業
務
は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の
よ

う
な
サ
イ
ク
ル
で
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
の
か

以
上

自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン

タ
�
に
つ
い
て
質
問
状
を
提
出

編　

集　

後　

記

　

肌
寒
い
４
月
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
が
急

に
暖
か
く
な
り
桜
の
花
が
あ
っ
と
い
う
間
に

満
開
に
な
り
、
桜
吹
雪
の
舞
を
見
せ
な
が
ら

散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

毎
日
報
道
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
心
温

ま
る
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
ど
も

た
ち
の
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す
。

本
当
に
こ
の
国
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。


